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 参加表明書の提出期限の日から開札のとき
までの期間に独立行政法人国立病院機構の理
事長又は経理責任者から指名停止を受けてい
ないこと。
 建築士法（昭和25年５月24日法律第202号）
第23条の規定に基づく一級建築士事務所の登
録を行っていること。
 警察当局から、暴力団員が実質的に経営を
支配する建設業者又はこれに準ずるものとし
て、厚生労働省発注工事等から排除要請があ
り、当該状態が継続している者でないこと。

３ 総合評価に関する事項
 落札者の決定方法 入札参加者は、価格及
び技術資料をもって入札をし、次の要件に該
当するもののうち下記総合評価の方法に
よって得られた数値（以下「評価値」という。）
の最も高い者を落札者とする。
・入札価格が契約細則第21条の規定に基づい
て作成された予定価格の制限の範囲内であ
ること。ただし、落札者となるべき者の入
札価格によっては、その者により当該契約
の内容に適合した履行がなされないおそれ
があると認められるとき、又はその者と契
約を締結することが公正な取引の秩序を乱
すこととなるおそれがあって著しく不適当
であると認められるときは、予定価格の制
限の範囲内の価格をもって入札した他の者
のうち評価値が最も高い者を落札者とする
ことがある。

 総合評価の方法
 評価値の算出方法 評価値の算出方法
は、以下のとおりとする。
評価値＝価格評価点＋技術評価点

 価格評価点の算出方法 価格評価点の最
高点数は20点とする。価格評価点の算出方
法は、以下のとおりとする。
価格評価点＝20点×（１－入札価格／価
格評価基準額）
 技術評価点の算出方法 技術資料の内容
に応じ、下記１）、２）、３）の評価項目毎
に評価を行い、技術評価点を与える。なお、
技術評価点の最高点数は60点とする。
１）予定技術者の経験及び能力
２）実施方針など
３）設計事務所の実績
技術評価点の算出方法は、以下のとおり
とする。

技術評価点＝60点×（技術評価の得点合
計／技術評価の配点合計）
技術評価の得点合計＝１）の評価点＋２）
の評価点＋３）の評価点
 詳細は入札説明書による。

４ 入札手続等
 担当部署 〒9921202 山形県県米沢市大
字三沢26100１ 独立行政法人国立病院機
構米沢病院業務班長 渡邉 晃 電話
0238223210 内線205 ＦＡＸ0238
226691
 入札説明書の交付期間、場所
 交付期間 平成28年８月５日（金）から
平成28年９月14日（水）まで。（土日祝日を
除く９時00分から17時00分まで。）
 交付場所 担当部署に同じ。
 参加表明書の提出期間並びに提出場所
 提出期間 平成28年８月５日（金）から
平成28年８月23日（火）まで。（土日祝日を
除く９時00分から17時00分まで。）
 提出場所 担当部署に同じ。
 提出方法 持参又は郵送（書留郵便に限
る。提出期限までに必着のこと。）

 技術資料の提出期間並びに提出場所及び方
法
 提出期間 平成28年８月25日（木）から
平成28年９月15日（木）まで。（土日祝日を
除く９時00分から17時00分まで。）
 提出場所 担当部署に同じ。
 提出方法 持参又は郵送（書留郵便に限
る。提出期限までに必着のこと。）

 開札の日時及び場所 平成28年10月３日
（月）10時00分 米沢病院中会議室（ただし、
郵送による入札の場合は、書留郵便によるも
のとし、平成28年９月30日17時00分までに
の担当部署に必着すること。）に持参するこ
と。
 入札方法 落札決定に当たっては、入札書
に記載された金額に当該金額の100分の８に
相当する額を加算した金額（当該金額に１円
未満の端数があるときは、その端数金額を切
り捨てた金額）をもって落札価格とするので、
入札者は、消費税等に係る課税事業者である
か免税事業者であるかを問わず、見積もった
金額の108分の100に相当する金額を記載した
入札書を提出すること。

５ その他
 手続において使用する言語及び通貨
日本語及び日本国通貨に限る。

 入札保証金及び契約保証金
 入札保証金 免除
 契約保証金 免除
 入札の無効 本公告に示した入札参加資格
のない者の提出した入札書、入札者に求めら
れる義務を履行しなかった者の提出した入札
書、参加表明書に虚偽の記載をした者の提出
した入札書及び入札に関する条件に違反した
入札書は無効とする。
 手続きにおける交渉の有無 無
 契約書作成の要否 要
 関連情報を入手するための照会窓口 上記
４に同じ。
 詳細は入札説明書による。
６ Summary

 Official in charge of disbursement of the

procuring entity : Muneshige Tobita, Direc‑

tor, National Hospital Organization Yo‑

nezawa Hospital

 Classification of the services to be pro‑

cured : 42

 Subject matter of the contract : Architec‑

tural design (basic design and final design)

and Contract administration for Director,

National Hospital Organization Yonezawa

Hospital

 Time‑limit to express interests : 5 : 00

P.M August, 25, 2016,

 Time‑limit for the submission of propos‑

als : 5 : 00 P.M September, 15, 2016,

 Time‑limit for the submission of tenders :

10 : 00 A.M. October 3, 2016 (Tenders deliv‑

ered by mail 5 : 00 P.M. September, 30, 2016

 Contact point for the notice : Akira

Watanabe, Director, Business team leader,

National Hospital Organization Yonezawa

Hospital, 261001 Misawa Ooaza Yo‑
nezawa‑shi Yamagata‑ken, 9921202 Ja‑
pan. TEL 0238223210 ext. 205

 次の各号のいずれかに該当すると認められ
る者で、その事実があった後一定期間経過し
ていない者に該当しないこと。これを代理人、
支配人その他の使用人として使用する者につ
いても同様とする。なお、期間等については
独立行政法人国立病院機構の理事長から発出
した契約指名停止等措置要領（以下「指名停
止措置要領」という。）に基づく指名停止期間
等を適用する。
一 契約の履行に当たり、故意に設計、工事
若しくは製造を粗雑にし、又は物件の品質
若しくは数量に関して不正の行為をした者
二 公正な競争の執行を妨げた者、又は公正
な価格を害し、若しくは不正な利益を得る
ための連合をした者
三 交渉権者が契約を結ぶこと又は契約者が
履行することを妨げた者

四 監督又は検査の実施に当たり職員及び経
理責任者が委託した者の職務の執行を妨げ
た者
五 正当な理由なく契約を締結しなかった者
六 契約により、契約の後に代価の額を確定
する場合において、当該代価の請求を故意
に虚偽の事実に基づき過大な額で行った者
七 前各号のいずれかに該当する事実があっ
た後２年を経過しない者を契約の履行に当
たり、代理人、支配人その他の使用人とし
て使用した者
八 前各号に類する行為を行った者
 に該当する者を入札代理人として使用し
ない者
 厚生労働省競争参加資格「建築関係コンサ
ルタント」のＡ等級に格付けされ、東北地域
の競争参加資格を有する者であること。（会社
更生法（平成14年法律第154号）に基づく更
生手続開始の申立てがなされている者又は民
事再生法（平成11年法律第225号）に基づく
再生手続開始の申立てをした者については、
手続開始の決定後、東北地域における競争参
加資格の再認定を受けていること。）
 会社更生法に基づき、更生手続開始の申立
てがなされている者又は民事再生法に基づき
再生手続開始の申立てをした者（の再認定
を受けた者を除く。）でないこと。
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